
今、子どもの人権を考える
～子どもに向き合い、生活でつながり合う関係づくり～

【１】人権とは「幸せの追求」

【２】「教育は人なり！」

【３】子どもの見方、捉え方

【４】学校の教育力

【５】家庭・地域の教育力

【６】子どもと子どもを結ぶ
【７】子どものやる気を育てる言葉
【８】子どもが嫌いなこと

【９】「子どもをダメにする１３ヵ条」

【１０】偏見・差別の背景にあるもの

【１１】人権を確かなものに

【１２】最後に「全国水平社創立100年」

今、新型コロナウイルス感染拡大の中で、子どもたち一人一人に寄り添い、

丁寧に向き合うことが子どもを守ることにつながる。
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